
「
・
・
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る
能
力
に

応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
を
行
う
た
め
、
国
民
の

共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
介
護
保
険
制
度

を
設
け
・
・
」
（
介
護
保
険
法
の
第
一
条
の

目
的
よ
り
抜
粋
）

介
護
保
険
制
度
は

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で

す
。
制
度
創
設
以
来
20
年
を
経
過
し

、
65
歳

以
上
被
保
険
者
数
が
約
1.6
倍
に
増
加
す
る
な

か
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
約
3.3
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す

。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
65
歳
以
上
の
方

は
原
因
を
問
わ
ず
要
支
援
（
日
常
生
活
に
支

援
が
必
要
な
状
態
）
・
要
介
護
状
態
（
寝
た

き
り
、
認
知
症
等
で
介
護
が
必
要
な
状
態
）

と
な
っ
た
時
に
、
ま
た
、
40
～
64
歳
の
方
は

末
期
が
ん
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
特
定
疾
病

が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
本

人
ま
た
は
家
族
が
市
区
町
村
の
窓
口
に
申
請

し
認
定
調
査
を
経
て
介
護
判
定
を
受
け
ま
す
。

要
介
護
１
～
５
ま
で
の
認
定
の
通
知
を
受
け

た
ら
、
要
介
護
者
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
を
決
め
、
一
緒
に
支
援
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
要

支
援
１
、
又
は
２
」
の
判
定
を
受
け
た
人
が
利

用
で
き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
「
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
」
と
言
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
原
則
と

し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
担
い

ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
施
設
系
・
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
）
と
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等
）
が
あ
り
ま
す
。
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
通
所
・
訪
問
・
短

期
宿
泊
が
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
者
と
契
約
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま

す
。

「
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
居
宅
に
お
い

て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
介
護
保
険
法
の
第

二
条
よ
り
抜
粋
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
身
体
の
状
態
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
自
宅
で

暮
ら
し
続
け
た
い
」

と
在
宅
介
護
を
希
望
さ
れ
る
方
は
多
い
で
す
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
を
受
け
る
方
や

そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
心
強
い
支
援
と
な
り
ま

す
。訪

問
介
護
と
共
に
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中

心
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
自
宅
で
入
浴
で
き
な
い
方

の
た
め
に
入
浴
支
援
を
行
い
、
排
せ
つ
、
食
事

等
の
介
護
、
機
能
訓
練
を
日
帰
り
で
行
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
自
宅
か
ら
施
設
ま
で
送
迎
を
行

い
ま
す
。

来
所
後
、
血
圧
や
体
温
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
入
浴
は
介
護
職
員
が
で
き
な

い
部
分
を
お
手
伝
い
し
、
皮
膚
の
異
常
な
ど
の

観
察
を
看
護
師
と
共
に
行
い
ま
す
。
通
常
の
浴

槽
に
入
れ
な
い
方
用
に
機
械
浴
が
あ
る
所
も
あ

り
ま
す
。
昼
食
時
の
前
後
に
薬
が
処
方
さ
れ
て

い
る
方
の
服
薬
を
行
い
、
食
後
は
口
腔
ケ
ア

（
歯
磨
き
）
を
行
い
ま
す
。
体
操
や
レ
ク
機
能

訓
練
で
心
身
と
も
に
健
康
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

体
調
の
変
化
を
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
伝

え
、
そ
の
方
が
在
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援

す
る
場
所
で
す
。

「
家
族
以
外
の
人
と
話
せ
る
。
楽
し
い
。
」

「
浴
槽
に
入
れ
て
嬉
し
い
。
」

「
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き
た
。
」

「
安
心
し
て
室
内
を
歩
行
で
き
る
。
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
一
人
で
は
外
出
が
困
難
な

方
や
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
な
ど
の
た
め
の
社

会
参
加
・
交
流
の
場
、
サ
ロ
ン
で
す
。
ま
た
、

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
役
割
も

あ
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
方
の
有
す
る
能
力
、

で
き
る
こ
と
を
維
持
し
伸
ば
し
、
心
地
よ
く
安

全
に
時
を
過
ご
す
場
所
で
す
。

介
護
あ
れ
こ
れ
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